
  月 号

●由良町の人口と世帯（　）前月比　人口 6,397（－ 11）　男 3,112（－ 2）　女 3,285（－ 9）　　世帯数 2,601（－ 7）( 平成 26 年 6 月末現在）

2014
8
ＮＯ . ２９１　　

発行　由良町総務政策課
和歌山県日高郡由良町大字里１２２０番地の１
TEL　０７３８－６５－０２００
ホームページアドレス
http://www.town.yura.wakayama.jp/
『防災無線』電話で確認サービス（無料）　

ＴＥＬ　０１２０－００－１６８７

広報

今月号の主な内容
◎国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ　ほか
◎ 知っていますか ? 建退共制度　ほか
◎暑い夏は食中毒に注意！　
◎農業者のみなさんへ　ほか
◎日高看護専門学校からのお知らせ　ほか
◎文芸コーナー
◎夏の節電にご協力をお願いいたします。　ほか
◎由良町８月カレンダー
◎由良町合併 60 周年記念バレーボール大会　ほか
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由良町合併 60周年記念バレーボール大会
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国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

社会を明るくする運動の啓発活動が行われました !!

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
の
立
ち
直
り
を
支

え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
７
月
は
そ
の
強

調
月
間
に
あ
た
り
ま
す
。

７
月
１
日
、
由
良
町
長
へ
法
務
大
臣
並
び
に
県
知

事
か
ら
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
由
良
町
保
護
司
会
と
由
良
町
更
生
保
護

女
性
会
に
よ
り
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国民年金保険料の追納をお勧めします！

国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、若年者納付猶予、学生納付特例の承認
を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65 歳から受けられる
年金）の受け取り額が少なくなります。

そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、
10 年以内であれば遡って納める（追納）ことができます。

ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目
以降の追納の場合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされますので、
お早目の追納をお勧めします。

・一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
・「若年者納付猶予・学生納付特例期間」、「法定免除・申請免除期間」の中では、原則古い（先に
　経過した）月分から納めることになります。

その他の注意事項
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詳しいことについては、建設業退職金共済事業本部　和歌山県支部（TEL ０７３－４３６－
１３２７）までお問い合わせください。

＊＊＊ 知っていますか ? 建退共制度 ＊＊＊
建設業退職金共済制度（建退共制度）は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉

の増進と建設業を営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、

その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界全
体での退職金制度です。

◆加入できる事業主 : 建設業を営む方
◆対象となる労働者 : 建設業の現場で働く方
◆掛金 : 日額３１０円　

# 建退共制度の特例措置のお知らせ #
建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆様に対し、各種手続の特例措置を実施して

おります。

☆ 建退共から事業主の皆様へのお願い　
・ 共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。
・ ｢建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退す

るときは、忘れずに退職金を請求するよう指導して下さい。

ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Q&A など建退共制度の知りたい情報が記載されて
います。ぜひ、アクセスしてご覧下さい !!

建退共 検索

★特長
◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全

額非課税となります。
◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。
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暑い夏は食中毒に注意！

～家庭でできる食中毒予防の 6 つのポイント～

食中毒を引き起こす主な原因は、「細菌」と「ウイルス」です。細菌もウイルスも目には見えない
小さなものです。細菌は温度や湿度などの条件がそろうと食べ物の中で増殖し、その食べ物を食べ
ることにより食中毒を引き起こします。一方、ウイルスは自ら増殖しませんが、食べ物を通じて体
内に入ると、腸管内で増殖し、食中毒を引き起こします。

細菌が原因となる食中毒は夏場（6 月～ 8 月）に多く発生しています。その原因となる細菌の代
表的なものは、腸管出血性大腸菌 （Ｏ 157、Ｏ 111 など）やカンピロバクター、サルモネラ菌など
です。食中毒を引き起こす細菌の多くは、室温（約 20℃）で活発に増殖し始め、人間や動物の体温
ぐらいの温度（35 ～ 40℃）で増殖のスピードが最も速くなります。

一方、ウイルスが原因となる食中毒で代表的なものとして、ノロウイルスがあり、冬場に多く発
生しています。このウイルスは、調理者から食品を介して感染する場合が多く、ほかに二枚貝に潜
んでいることもあります。このほか、毒キノコやフグなどの「自然毒」、殺菌剤などの「化学物質」
なども、食中毒の原因となっており、様々な原因物質によって、食中毒は 1 年中発生しています。

食中毒予防の３原則である、食中毒菌を「つけない！ふやさない！やっつける！」とあわせて、
今回は「家庭でできる食中毒予防の 6 つのポイント」を紹介しますので、ぜひ実践してください。
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資料：厚生労働省

　ポイント 1

食品を買うとき

・生鮮食品は新鮮なものを購入する。
・消費期限などを確認してから購入する。
・肉や魚などはそれぞれ分けて包み、汁が他の食品につかないようにする。
・冷蔵や冷凍が必要な食品は最後に買う。
・寄り道しないでまっすぐ帰る。
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詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

食中毒を防いで、暑い夏を元気に乗り切りましょう！

　ポイント 2

家庭での保存

・冷蔵や冷凍が必要な食品は、持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れる。
・冷蔵庫や冷凍庫に食品をつめすぎない。7 割程度が目安。
・冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－ 15℃以下に保つ。
・肉や魚などは、汁が漏れないように袋や容器に入れて保存。

　ポイント 5

食　事

・食事の前に、せっけんで手を洗う。
・清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器に盛り付ける。
･ 温かい料理は常に温かく（65℃以上が目安）、冷たい料理は常に冷たく（10℃　　　
   以下が目安）しておく。
・作った料理を、長時間室温に放置しない。

　ポイント 6

残った食品

・残った食品は清潔な器具、容器で保存する。
・早く冷えるように、浅い容器に小分けする。
・保存して時間が経過したものは、廃棄処分する。
・温めなおすときは十分に加熱する。目安は中心部の温度が 75℃ 1 分間以上。

　ポイント 4

調　理

・加熱調理が必要な食品は十分に加熱する。中心部の温度が 75℃以上１分間   
   以上が目安。
・調理を途中でやめた場合、食品は一旦冷蔵庫へ。再び調理する際には十分に
   加熱する。
・電子レンジを使用する場合は、均一に加熱されるようにする。熱の伝わりに
   くいものは時々かき混ぜる。

　ポイント 3

下準備

・タオルやふきんは清潔なものに交換。台所を清潔に保つ。
・調理の前にはせっけんで丁寧に手を洗う。
・生の肉・魚・卵をさわった後には手を洗う。途中でトイレに行ったり、おむ
   つ交換をしたり、鼻をかんだ後にも、せっけんで手を洗う。
・生の肉や魚などの汁が、サラダなど生で食べるものや、調理済みの食品に付
   着しないようにする。
・生の肉や魚などを切った包丁やまな板は、必ず洗って熱湯消毒する。
・冷凍された食品は、使う分だけを冷蔵庫や電子レンジで解凍する。室温で解
   凍しない。
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○農地の相続等の届出について
平成 21 年の農地法の改正により、相続などで農地の権利を取得した場合は、農業委員会への届出

が義務付けられました。
○遊休農地及び耕作放棄地の発生防止について

遊休農地や耕作放棄地が増加すると、雑草の繁茂、産業廃棄物の不法投棄、病害虫や鳥獣害の発
生や火災などを引き起こす可能性があります。

農地の所有者は、農地を荒らさず耕作するのが原則となっておりますので、適切な管理にご協力
をよろしくお願いします。

由良町農業委員会では、耕作放棄地の発生防止と解消を目的とし、農地の利用状況調査（農地パ
トロール）等により情報の収集を行っています。

森林の立木を伐採しようとするときには、森林法に基づく伐採の届出が必要です。無届、無許可
による伐採をした場合、罰金に処される場合があります。

なお、10,000㎡を超える森林の開発行為を行う場合は、県への許可申請（林地開発許可申請）が
必要です。
●届出の時期

　■普通林の場合
　　・伐採する 90 ～ 30 日前までに届出が必要
　■保安林の場合
　　・皆伐は、伐採面積の限度公表日から 30 日以内に県への許可申請が必要
　　・天然林の択伐は、伐採する 30 日以内に県への許可申請が必要
　　・間伐または人工林の択伐は、伐採する 90 ～ 20 日前までに届出が必要

●無届で伐採を行った場合の罰則
　■普通林の場合
　　・１００万円以下の罰金に処される場合があります。
　■保安林の場合
　　・１５０万円以下の罰金に処される場合があります。

詳しいことについては、日高振興局ホームページをご覧いただくか、日高振興局地域振
興部林務課（ＴＥＬ２４－２９１２）までお問い合わせください。

農業者のみなさんへ

詳しいことについては、由良町農業委員会（産業建設課内 TEL ６５－１２０３）、又は農
地利用集積円滑化団体（紀州農業協同組合日高営農指導センター TEL ６３－２００９）
までお問い合わせください。

森林の立木を伐採しようとするときには
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平成 27 年度の学生を募集しています。
住民福祉課にも学生募集要項を置いています。
詳しいことについては、下記までお問い合せください。
　◎お問い合わせ先　日高看護専門学校
　　　　　　　　　　〒 644-0002　御坊市薗 116 番地２　
　　　　　　　　　　電話　０７３８－２２－１２７７
　　　　　　　　　　FAX　０７３８－５２－７１１３
　　　　　　　　　　E-mail　school@hidaka-ns.jp
       　　　　　　　　　ホームページ　　　　

平成 26年度自衛官募集案内

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（場所） 採用時期

自衛官候補生
男子

18 歳以上
27 歳未満の者

９月 30 日（火）
まで

９月 11 日・17 日・28 日（和歌山市）

平 成 27 年
３月下旬～
４月上旬

１０月 1 日（田辺市）
女子

８月１日（金）
～９月９日（火）

９月２5 日（和歌山市）

一般曹候補生
１次９月 19 日

（和歌山市・田辺市・串本町）

航空学生
高卒（見込含む）
21 歳未満の者

１次９月 23 日（和歌山市）

※応募資格欄中の年齢は、平成 27 年４月１日現在の年齢です。
◆説明会：日　時　平成 26 年８月 10 日（日）、16 日（土）、30 日（土）　午前 10 時～午後３時
　　　　　場　所　自衛隊御坊地域事務所（来所された方から順番に約 30 分程度の個別説明）

防
衛
省

詳しいことについては、自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０－１　ＴＥＬ
２３－００２０）又は総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。

日高看護専門学校からのお知らせ

日高看護専門学校 検索

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク貼

付
活
動

７
月
６
日
（
日
）
に
、
衣
奈
、
三

尾
川
、
戸
津
井
、
小
引
地
区
で
、
交

通
安
全
協
会
御
坊
支
部
由
良
分
会
に

よ
る
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
貼
付
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い
、
見
通

し
の
悪
い
場
所
な
ど
に
ス
ト
ッ
プ

マ
ー
ク
を
40
枚
貼
り
付
け
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

先
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
「
由
良
女
性
合

唱
団
」
は
、
正
し
く
は
「
由
良
女
声
合
唱
団
」

の
誤
り
で
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
転
地
雷
同
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
潤　

角
川
書
店

・「
太
陽
の
棘
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
マ
ハ　

文
芸
春
秋

・「
謝
る
な
ら
、
い
つ
で
も
お
い
で
」　　
　
　

川
名
壮
志　

集
英
社

・「
平
凡
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
田
光
代　

新
潮
社

・「
か
わ
い
い
寒
天
ス
イ
ー
ツ
」　　
　

大
越
郷
子　

日
東
書
院
本
社

●
児
童
図
書

・「
ぴ
ん
ぽ
ー
ん
」　　
　
　
　
　
　
　
　

山
岡
ひ
か
る　

ア
リ
ス
館

・「
あ
ま
や
ど
り
」　　
　
　
　

市
川
宣
子
／
陣
崎
草
子　

文
研
出
版

・「
い
ち
に
の
さ
ん
ぽ
」　　
　
　
　

ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ　
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リ
ス
館　

※
こ
れ
ら
の
図
書
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、
最
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購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。
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に
真
白
に
咲
き
満
つ
う
つ
ぎ
の
花
五
月
の
陽
を
う
け
な
ほ
も
ま
ぶ
し
き

青
き
海
に
二
十
歳
の
頃
を
思
ひ
出
づ
漁
船
並
び
て
沖
に
出
づ
る
を

齢
老
う
も
性
な
り
早
苗
田
補
植
な
す
人
か
げ
の
な
き
峡
の
棚
田
に

朝
よ
り
空
澄
み
わ
た
る
五
月
晴
わ
が
庭
木
々
の
若
葉
か
が
よ
ふ

わ
が
め
ぐ
り
花
散
る
ご
と
く
幾
人
も
逝
き
し
を
思
ふ
葉
桜
の
下

帰
り
ゆ
き
し
幼
ら
の
コ
ッ
プ
を
眺
め
て
は
可
愛
い
い
仕
草
と
笑
顔
思
ひ
出
づ

椽
側
の
く
つ
ぬ
ぎ
石
は
い
つ
し
ら
に
吾
の
腰
掛
石
、
安
ら
ぎ
の
座

孫
は
ま
う
見
上
ぐ
る
程
に
な
り
ゐ
た
り
幼
な
き
頃
の
面
影
う
す
れ

竹
を
編
み
土
捏
ね
藁
を
混
ぜ
込
み
て
壁
を
直
す
と
八
十
路
の
父
は

糠
雨
の
降
り
み
降
ら
ず
み
外
つ
国
の
友
に
送
ら
む
荷
を
抱
へ
急せ

く

防
風
樹
の
高
き
に
蔓
ば
ら
這
ひ
上
が
り
く
れ
な
ゐ
の
花
は
浜
風
に
揺
る

浜

田

細

川

二
本
松

竹

中

大

西

小

川

山

下

中

家

寺

井

浜

田

竹

中

細

川

小

川

中

家

大

西

山

下

二
本
松

寺

井

 

由
良
短
歌
会　
六
月
詠
草　
　

順

子

ミ
チ
ヨ

せ
つ
子

貞

子

克

恵

玲

子

清

美

か
よ
子

冴

子

順

子

貞

子

ミ
チ
ヨ

玲

子

か
よ
子

克

恵

清

美

せ
つ
子

冴

子

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご　

村
岡
花
子
の
生
涯
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
恵
理　

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

・「
南
島
小
説
二
題
」　　
　
　

い
と
う
せ
い
こ
う　

河
出
書
房
新
社

・「
星
々
た
ち
」　　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
紫
乃　

実
業
之
日
本
社

・「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」　　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
妙
子　

講
談
社

・「
戌
亥
の
追
風
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
力　

集
英
社

・「
決
断
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
杉
健
治　

双
葉
社　

・「
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ど
ん
ぐ
り
え
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
や
み
わ　

学
研
教
育
出
版
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「
風
呂
敷
」

風
呂
敷
に
思
い
つ
つ
ん
で
彼
の
も
と

風
呂
敷
は
い
ろ
い
ろ
使
い
便
利
だ
ね

泥
棒
は
か
ら
く
さ
も
よ
う
ほ
う
か
ぶ
り

包
み
た
い
大
風
呂
敷
に
入
る
か
な

風
呂
敷
に
包
ん
だ
荷
物
忘
れ
て
た

み
や
げ
も
の
風
呂
敷
包
み
お
と
な
り
へ

風
呂
敷
は
私
に
取
っ
て
宝
物

風
呂
敷
は
記
念
に
い
た
だ
き
大
切
に

手
土
産
の
風
呂
敷
見
つ
め
気
も
そ
ろ
ろ

孫
帰
省
そ
っ
と
風
呂
敷
忍
ば
せ
る

弁
護
人
つ
め
た
風
呂
敷
勝
ち
戦

風
呂
敷
に
交
際
上
手
セ
ン
ス
見
せ

大
風
呂
敷
広
げ
る
人
も
い
て
ほ
し
い

弁
護
士
の
風
呂
敷
重
く
罪
軽
く

風
呂
敷
の
な
か
み
楽
し
み
お
中
元

風
呂
敷
は
い
つ
も
バ
ッ
グ
に
も
ち
歩
く

風
呂
敷
を
広
げ
て
ま
ず
は
ご
挨
拶

風
呂
敷
は
世
界
に
誇
る
美
術
品

お
日
柄
も
よ
し
紋
風
呂
敷
が
い
そ
い
そ
と

大
風
呂
敷
広
げ
て
夢
を
語
る
友

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

梅
雨
晴
の
激
戦
の
丘
司
令
の
碑

紫
陽
花
や
海
近
け
れ
ば
う
み
の
い
ろ

畦
へ
豆
植
え
し
昔
は
子
沢
山

捕
へ
ん
と
蛍
追
ひ
駆
く
老
女
か
な

し
ゅ
ん
し
ゅ
ん
と
雨
は
細
か
し
姫
女
苑

あ
ら
た
め
て
今
日
の
終
り
を
梅
雨
の
月

検
診
の
結
果
説
明
梅
雨
に
入
る

日
溜
り
を
重
ね
て
枇
杷
の
熟
し
を
り

梅
雨
長
し
足
腰
痛
み
を
り
し
か
な

飛
べ
る
ま
で
日
を
遣
ひ
き
り
巣
立
鳥

紫
陽
花
や
寄
り
て
こ
の
る
る
竿
の
つ
ゆ

飛
魚
を
軽
く
飛
ば
せ
り
夕
入
日

四
阿
に
パ
パ
イ
ア
実
る
喫
茶
店

手
か
ら
手
を
渡
り
て
届
く
缶
ビ
ー
ル

段
毎
に
加
速
し
て
ゆ
く
代
田
水

青
梅
の
落
ち
た
く
な
り
て
風
誘
ふ

新
緑
や
喜
寿
ま
で
五
年
未
知
の
坂

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

昭

子

美
智
子

美
千
代

清

美

安

子

豊

子

義

巳

幸

代

恭

子

雅

竜

進

美

治

郎

き
よ
み

文

香

き
よ
み

小
夜
美

マ
サ
子

充

明

英

子

克

己

服

部

礒

嵜

礒

嵜

白

山

山

﨑

田

代

高

橋

中

塚

五

嶋

橋

本

坂

口

貴

志

山

下

中

﨑

井

口

中

口

森井

上

稲

葉

谷

中
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町税の納期限 町・県民税　        第２期 9 月 1 日 ( 月 )国民健康保険税　  第３期

詳しいことについては、関西電力 : 節電お問合せ専用ダイヤル（ＴＥＬ０８００－１２３－
０１７１）通話料無料、受付時間 : 平日午前 9 時から午後 5 時（土日祝および 8 月 13 日～
15 日は除く）までお問い合わせください。

「税に関する標語」を募集しています！　

夏の節電にご協力をお願いいたします

8月は「電気使用安全月間」です

税に関することでしたら何でも結構です。自由な発想をお待ちしています。
対象者は由良町在住の方で、応募用紙は役場のほか、中央公民館・白崎会館・衣奈会館に用意して

います。
応募締切は平成 26 年 9 月 5 日（金）となっております。
☆優秀作品には表彰及び賞品の贈呈があります☆

この夏の需給見通しにつきましては、平成 25 年度並みの猛暑を想定した場合でも、予備率は電力
の供給に最低限必要とされている３％を辛うじて確保できる見通しです。

しかしながら、発電所のトラブルなど不測の事態により、電力需給がひっ迫することも考えられま
すので、可能な限りの節電にご協力をいただきますよう、お願い申し上げます。

節電にあたっては健康に影響のない、無理のない範囲の取り組みをお願いします。

電気は大変便利なエネルギーですが、取扱いを誤ると感電や火災の原因になります。電気事故をな
くすため、毎年 8 月を「電気使用安全月間」と定め、全国一斉に安全運動が行われています。

今年の重点テーマは、
　●電気はムダなく安全に使いましょう。
　●自家用設備の電気事故は、適切な保守点検と計画的な更新で防ぎましょう。
　●地震、雷、風水害などの自然災害に備え、電気の安全に努めましょう。

経済産業省主唱

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

詳しいことについては、関西電気保安協会　和歌山支店　御坊営業所（ＴＥＬ２3 －２３６８）
又は、URL http://www.ksdh.or.jp/ までお問い合わせください。

平成 25年度　教育長賞『納税が　住みよい未来の　架け橋に』
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由良町８月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
7 月 27 日 7 月 28 日 7 月 29 日 7 月 30 日 7 月 31 日 １ ２

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

・由良中学校廃品
回収

（由良・白崎地区）

・健康相談
（衣奈会館）
・エクササイズ教室
（中央公民館）

・育児相談
※子育て支援セン
ター（ゆらこども園）

・健康相談
（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

10 11 12 13 14 15 16

・由良中学校廃品
回収（予備日）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

17 18 19 20 21 22 23

・エクササイズ教室
（中央公民館）
・スクーバダイビ
ング

･ 粗大ごみ（中・畑）
・スクーバダイビ
ング

・無料法律相談
（衣奈会館）

・３歳６か月児健診　　　　　　　　
（白崎会館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

24 25 26 27 28 29 30

・総合健診　　　　　　　　
（衣奈会館）
・由良の海シーカ
ヤックマラソン大会

・エクササイズ教室
（中央公民館）

･ 粗大ごみ
（小引・戸津井）

・介護保険料第３
期分、後期保険料
第２期分納入期限

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

31 9 月 1 日 9 月 2 日 9 月 3 日 9 月４日 ９月５日 ９月６日

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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6 月 24 日から 7 月 4 日にかけてバレーボール大会を開催しました。
今大会は由良町が合併して 60 周年の記念大会として 8 チームが出場し、予選リーグ、決勝トー

ナメントと熱い戦いが繰り広げられました。
優勝、準優勝チームについては以下のとおりです。

由良町合併 60周年記念バレーボール大会

◎優勝チーム　クロックス　　　　（敬称略）

メンバー：岩
いわさき

﨑ゆうか・岩
い わ さ き た い ち

﨑太一・寺
てらむら

村実
み か

加・

田
た な か

中勝
か つ こ

子・水
み ず の う え

ノ上敦
あつし

・山
やまもと

本純
じゅんこ

子・平
ひ ら い

井佳
か な こ

那子・
川
かわぐち

口拓
たくひろ

洋

○準優勝チーム　あたかーず　　　  （敬称略）

メンバー：中
な か の

野克
かつひろ

博・中
なかもと

本ユカリ・洲
す さ き

﨑梓
あずさ

・

松
まつばら

原 陽
は る な

菜・ 岡
お か だ

田 亜
あ き

紀・ 吉
よしむら

村 倫
りん

・ 寺
てらにし

西 玉
た ま み

美・
田
た な べ

辺純
じゅんこ

子・洲
す さ き

﨑忠
た だ し

司

詳しいことについては、教育課（ＴＥＬ６５－１８００）までお問い合わせください。

由良町子ども会レクリエーション研修会
由良町子ども会育成連絡会は 6 月 27 日、7 月 4 日、17 日の日程でレクリエーション研修会を

実施しました。
研修会では、子ども会会員や指導者等総勢 111 名が、『ゆう REC でべその会』のみなさんの

指導で、「キャッチング・ザ・スティック」「むかでタイムレース・１０」「ラダーゲッター」な
どのレクリエーションを学びました。

衣奈地区

白崎地区


